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海底S波速度構造の推定を目的とした海底地盤調査において、水深50m程度までの浅海域から水深300m程度ま

での中深度海域まで適用可能な手法を検討している。浅海域の調査手法として一般にSPAC法微動アレイ調査

が適用されるが、水深50mを超える水深での適用例は少ない。そこで海域音波探査調査において用いられる

OBN（Ocean Bottom Node、 海底設置ノード）をリニアアレイ設置し、取得された微動データの解析と音波

探査発震記録を用いた表面波解析を組み合わせる手法を検討し、実測データに対して適用した。 

本手法ではエアガン等の震源とストリーマーによる2次元、3次元海域音波探査調査において、同時にリニアア

レイ設置したOBNにおいて取得されたデータを使用する。アレイライン上の連続微動観測記録を用いて地震波

干渉法によりOBN間の疑似発震記録を作成し、分散曲線を抽出する。一方で、音波探査震源によるアレイライ

ン上発震記録を用いて、OBN共通受振記録から表面波解析により分散曲線を抽出する。微動アレイ解析で得ら

れる分散曲線は2～5Hz程度の低周波数帯域であり、一方で、表面波探査から得られる分散曲線は5～30Hz程

度で観測されるため、それぞれの分散曲線を統合することにより広帯域の分散曲線を構築する。構築された分

散曲線から1次元S波速度構造インバージョン解析により海底下S波速度構造を求める。 

2020年に別府湾で実施した3D音波探査(川崎ほか、2023; 小澤ほか、2024; 寺西他、2022; 寺西ほか、2020;

須田ほか、2020a; 須田ほか、2020b)において、同時にOBNを設置し、取得したデータを用いて本手法を適用

した。微動アレイ解析および表面波解析により得られた統合分散曲線のインバージョン解析によって、海底下

30m程度までのS波速度構造が得られた。同海域の工学的基盤（S波速度400m/s以上が5m連続する深度）の

検出が可能になったと考えられる。通常の微動アレイ調査が困難な中深度海域に対し、本手法では3次元音波

探査の実施にあわせてOBN設置を行い、微動アレイ+表面波解析によるS波速度構造推定を提案する。 
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